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終末前主日礼拝 説教 「何をしてくださるのでしょうか」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2019 年 11 月 17 日  

出エジプト記 2 章 1～10 節ヨハネによる福音書 6 章 27～35 節 

主日礼拝に先立ち、早朝礼拝後に幼児

祝福式が行われ、今年も、祝されたひと

ときを過ごすことが許されました。そこ

で改めて思わされたことは、子どもに限

らず、関わるすべての人々に祝福を与え

ることが、私たち教会に与えられている

使命であるということです。そして、こ

の日、主イエスが先ず私たちに仰ってい

ることも、この使命に生きるということ

です。ですから、27 節で主イエスは、

こう仰るわけです。「朽ちる食べ物のた

めではなく、いつまでもなくならないで、

永遠の命に至る食べ物のために働きなさ

い」と。ただ、主イエスがこう語るその

相手は、主イエスの御後に従った弟子た

ちではありません。主イエスに何かを期

待し、そのために主イエスを探し求め、

そして、ようやく主イエスのところに辿

り着いた群衆です。従って、主イエスの

このお言葉は、主の弟子たち、私たちに

対して語りかけられたものではありませ

ん。けれども、語られているその中身を

見て行くとき、そのように語る主イエス

のこの言葉を「自分とは無関係だ」と、

そう言い切ってしまっていいのでしょう

か。 

ところで、私たちが礼拝に集い、求め

てやまないものとは一体何なのでしょう

か。つまり、何のために、私たちは、こ

うして主の御前へと毎週毎週集まってく

るのかということです。それは、牧師の

気の利いた話を聞きたいからでしょうか。

讃美歌を気持ちよく歌いたいからでしょ

うか。あるいは、気の合う仲間と週一回

会えることを楽しみにしているからでし

ょうか。もちろん、それ以外にもいろい

ろあり、今申しましたことは、その中の

ほんの一つでしかありません。ちなみに、

今申しましたことのどれもが、なくても

いい、不必要なものだとは思いません。

私たちが信仰生活をしていく上で、どれ

もこれも大切なものであり、それこそ、

それがあるから、さあ行こう、やってみ

ようと、重い腰を上げることができるか

らです。ですから、何かを始める上での

切っ掛けとしては、純粋なものより不純

なものの方が、私たちにより多くの力を

与えてくれるというのはよく知られたと

ころであり、また、そうであればこそ、

その後の継続性、持続性の後押しするこ

とにもなるわけです。ただし、それには

一つ条件があります。動機は不純でも、

そこで触れるものが純粋でなければ、長

続きすることはありません。まただから

こそ、その後に繋がっていくことにもな

るのです。 

ですから、何かをする上で、その動機

が純粋か純粋でないかを考える前に、そ

の理由はどういうものであってもいい、

先ずはやってみること、そして、続けて

みること、主イエスが「働きなさい」と

仰ることは、先ずそれが大事だというこ

とを言いたいのだと思います。そして、

ここで主イエスが、食べ物、パン、満腹

した、などなど、私たち人間が生きる上

での、なくてはならない諸々のことにつ

いて触れているように、私たちが手にす

るもの、そこで満足するもの、そうした

諸々のものを手にすることは、私たちが

信仰を続けていく上で、そのどれもこれ
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もすべてなくてはならないものなのです。

ですから、35 節で、主イエスが「私が

命のパンである。私の下に来るものは決

して飢えることがなく、私を信じる者は

決して渇くことがない」と言っているの

はそのためです。ただし、もちろん、そ

れが、主イエスが一番いいたいことでは

ありません。 

ここでの本質的な事柄は、主イエスの

許にやって来て、主イエスを信じるとい

うことです。けれども、信じるというこ

とは同時に、信じるからこそ、満たされ

るし、納得できるし、美味しいし、スッ

キリするし、気持ちよいものであるし、

だから、やって良かったと思えるし、こ

のように、満足感で一杯になるからこそ、

人は主イエスをさらに信じることができ

るし、信じ続けることができるのです。

ただし、そこで忘れてはならないことは、

そうした満足を得るためには、そのため

の手順、物事の順序が大事だということ

です。それは、先ず主イエスの御前に集

うということ、その上で、満ち足りると

いうこと、信じるに至るためには、こう

したプロセス、手順を踏んでいくことが

必要なのです。ただ、このように申しま

すと、じゃあ、こうして礼拝に集まり、

満足が得られないのは、どうしてなのか、

自分は信じていないのか、そこで、そん

なことが直ぐに頭をよぎった方もいるこ

とでしょう。では、そもそも、信じると

いうことはどういうことなのでしょうか。

それについて、主イエスは、ここでこう

仰います。 

主イエスは仰います。「神がお遣わし

になったものを信じること、それが神の

業である」と。つまり、信じるというこ

とは、私たちの心の持ちよう、気分の問

題などではなく、すべては神様の御業で

あるということです。ただ、これを言わ

れてしまうと、信じるということが、分

かったような分からないような、なんだ

か狐につままれたような話にもなりかね

ません。神様の問題であるわけですから、

自分が信じているのかいないのか、それ

すらも分からないことにもなるからです。

しかし、それでは、信じた甲斐というも

のがありません。ただ、そこで信じた甲

斐がないと、いくら文句を言ったところ

でどうしようもありません。私たちの問

題ではなく、神様の問題なわけですから、

そのためにまた、じゃあ、どうすればい

いのかということにもなるわけです。し

かし、それでは堂々巡りを繰り返すばか

りです。そこで、一つ申し上げたいので

すが、ところで、今、ここで、そのよう

に私たちに何かを仰っている方はどなた

なのでしょうか。それは、主イエスです。

そして、主イエスの言葉を信じるのが私

たちであるわけです。ですから、自分が

できるできない、納得できるできない、

そういうところから主イエスのこの言葉

を受け止めるのではなく、それが今の私

たちには必要なことなのだ、ここから、

この信じる＝神の業ということを受け止

めてみてはどうでしょう。 

主イエスが仰る、この信じる＝神の業

ということは、不純な動機で集まった

人々が、心から神様を信じるために必要

なことなのです。それは、関わるものに

対し、慈しむ思い、大切にしたいとの気

持ち、そういう大事にしたいとの気持ち

がなければ、折角与えられたこの大切な

ものも、結局はいじり回し、引っかき回

して、それで終わってしまうからです。

けれども、そうはならないのは、私たち

を集めるのが神様であり、そして、私た

ちがそこで主イエスが仰ることに満足で
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きるのは、神様が与えてくださったこと

に気づくからです。まただから、そこで、

この与えられたということを大事にでき

ないと、自分の中での賞味期限が切れた

ときには、人は、いとも簡単にこの大切

なものをゴミ箱の中にポイしてしまうこ

とにもなるのでしょう。そして、今日の

最初の所で、主イエスが「いつまでもな

くならない」と仰ることが、まさにその

ことを私たちに教えてくれているように

思うのです。 

賞味期限が切れる前に、次々と何か新

しいものを手にすることができるから、

私たちが満足できると主イエスは仰って

いるわけではありません。神様が私たち

に何かを与えてくださるのは、そもそも

のところで、これはどういうことなので

しょうか。それは、神様が私たちのこと

を祝福してくださっているということで

す。そして、「いつまでもなくならな

い」と主イエスが仰るように、この祝福

がいつまでもなくならないからこそ、祝

福されていることを知った私たちは、信

じ、満足することができるのです。また

だから、「飢えることもなければ、渇く

こともない」と、主イエスは仰るのです

が、つまりは、この祝福に与り、そこで

純粋なものに触れればこそ、信じること

ができるようになるのです。従って、信

じるということは、信じようとすること

でもなければ、信じなければならないも

のでもありません。主イエスが神の業と

仰るように、神様の御心でもある主イエ

スが私たちと共にいてくださるからこそ

のものだということです。そして、主イ

エスが私たちと共にいてくださるのは、

私たちには、そこで向かうべき道、辿り

着くところがあるからです。主イエスが

私たちと共にいてくださるのはそのため

であり、まただから、進むべき道を辿り、

向かうべき所に辿り着くために、主はそ

の時々の必要を満たしてくださるのです。

それゆえ、信じるとはつまり、主イエス

のこの導きを信じるということであり、

そして、それを支えるものが、私たちに

与えられている祝福でもあるのです。 

ですから、それは、今の問題であると

同時に、これからの問題でもあるという

ことですが、ただし、この向かうべき所、

進むべき道は、私たちが自分で決めるも

のではありません。自分の好みやその時

の気分でえり好みするものではなく、で

すから、気分に流されやすい私のような

者は、そのために、時にピシャッと言わ

れる必要もあるのです。それがないと、

純粋と思い込む自分の不純さに気がつく

ことさえできないからです。ですから、

今、私が改めて思わされていることは、

この「いつまでもなくならない」と主イ

エスが仰ることを大切にしたい、しなけ

ればとか、すべきだとか、そういうこと

ではなく、素直に大切にしたい、という

ことです。 

ところで、この大切にするということ

ですが、それが愛するということでもあ

ります。従って、私たちが愛と言ってい

るこの言葉を、500 年前に生きた人々は

「お大切」と言って日常的に用いていた

ことはとても正しいことのように思うの

です。なぜなら、大切にするということ

は、言葉の上だけのことではないからで

す。もし、この、大切にするということ

が、口先だけのものであれば、人がその

有り難みを感じることもないでしょうし、

また、そのことに喜び、そして、その味

わい深さ、その気持ちよさ、などなど、

そういったものが人に伝わろうはずもな

いのでしょう。そもそも、自分が大切に
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されていることが分からなければ、人が

それを人に伝えられようはずもないので

す。まただから、働きなさい、励みなさ

い、大切にしなさい、と主イエスは仰る

のですが、それがためにまた、私たちは、

主イエスのこの働きなさいと仰るこの言

葉を使命などと呼んだりもするのでしょ

う。でも、主イエスがそこで仰りたいこ

とは、錦の御旗を振りかざすような、そ

ういったご大層なことではありません。 

気は心、情けは人のためならず、最近、

この言葉を耳にすることが少なくなって

きたように思いますが、かつて、人々が、

愛をお大切と呼び、言葉ではなく、日々

の具体的な振る舞いにおいて表現したよ

うに、主イエスが仰りたいことは、自分

の心の内側だけを覗き込むことではなく、

日々共に過ごす人々のことを心に留め、

大切にすること、一緒に生き、そして、

歩もうとすること、そうした日々の暮ら

しを大切にするようにと、主イエスはそ

う仰っているだと思うのです。なぜなら、

主イエスはそういう私たちといつまでも、

どこまでも共にいてくださっているわけ

ですから、そういう私たちの幸せ、そう

いう私たちの暮らし向きを、絶対におざ

なりになさることなどないからです。で

すから、そういう意味で、私たちに与え

られている祝福がおざなりなものであろ

うはずもなく、また、祝福に生きる私た

ちも、おざなりに人と関わることもあり

ません。 

ただ、それにも関わらず、私たちは、

群衆と同じように不安な毎日を過ごして

います。今の飢え渇きだけでなく、将来

の飢え渇きをも心配し、つまり、私たち

の心のどこかで常に大きく居場所を占め

ているものが、この不安な気持ちなんだ

と思います。まただから、そのために主

イエスを捜し求め、そして、見つけ出し、

あれこれとお願いしたりもするのですが、

このことはつまり、私たちがそれだけ主

の祝福を求めずにはいられない者であり、

まただから、主イエスも私たちに祝福を

与えてくださるということです。ただし、

主から受けるこの祝福を、私たちは取り

違えてはなりません。なぜなら、この祝

福は、純粋さに徹するところで与えられ 

るものではなく、また、不純さに慢心する

ところで手にするものでもないからです。 

手のかかる私たち人間と、それにも関

わらず主イエスが共にいてくださるから

こそ、そこで与えられるのが主の祝福で

もあるのです。それゆえ、そのように祝

福に与り私たちが生きるということは、

きれい事で片付けることはできません。

けれども、それだけにまた、だから、き

れいにしたいと思うのでしょうし、また

だから、そのままでもいいかとも思いた

くもなるのでしょうし、それだけでなく、

そうした思いがない交ぜになり、だから、

今すぐにと焦り、不安な毎日を過ごすこ

とにもなるのでしょう。けれども、主は

その私たちと共にいてくださっているの

です。そして、それが神の業であり、そ

れが信じるということなのです。そして、

このことは、主イエスと共にある永遠の

交わりの中に生きる私たち一人一人すべ

てに約束されていることでもあるのです。

ですから、先を急ぎすぎるのでもなく、

また、慢心し、高をくくって毎日を過ご

すのでもなく、いつまでもなくならない、

主の祝福の中に留まり、主がこうして与

えてくださった兄弟姉妹と互いに互いを

大切にし合いながら、主が指し示す道を

今週も歩み続ける私たちでありたいと思

います。祈りましょう。 

祈り 


